設計内容（要点）記載表　1.2（設計の基本条件１／３）

	検　討　項　目
	内　　容
	
	報告書　　記載頁
	備　考
	照査

	内　容
	詳　細
	
	出典根拠
	
	
	

	一般及び水文
	流域面積
	　　　　　　　km2
	
	
	
	

	
	設計洪水量
	m3/s（決定根拠：　　　　　）
	
	
	
	

	
	河川流量
	豊水量Q＝　　m3/s、　平水量Q＝　　m3/s、

渇水量Q＝　　m3/s
	
	
	
	

	
	下流責任放流量
	m3/s　
	
	
	
	

	
	適用すべき基準
	□河川構造令、□河川砂防技術基準、□設計・ダム
	
	
	
	

	河川改修計画
	河川名、河川改修計画の有無
	河川名：　　　　　　、河川改修計画　□有　、□無
	
	
	
	

	
	計画高水流量
	□有（　　　　m3/s）　、□無　
	
	
	
	

	
	河川縦横断図
	□有　、□無
	縮尺
	
	
	
	

	貯水池諸元
	満水面積
	km2
	
	
	
	

	
	死水面積
	km2
	
	
	
	

	
	満水面標高
	　 EL.　　　　m
	
	
	
	

	
	死水標高
	　 EL.　　　　m
	
	
	
	

	
	総貯水容量
	千ｍ3
	
	
	
	

	
	有効貯水容量
	千ｍ3
	
	
	
	

	
	死水容量
	千ｍ3
	
	
	
	

	堤体諸元
	形式
	
	
	
	
	

	
	基礎地盤地質
	
	
	
	
	

	
	ダム天端
	　 EL.　　　　m
	
	
	
	

	
	堤高
	　 　　　　　 m
	
	
	
	

	
	堤長
	　　　m
	
	
	
	

	
	上下流面勾配
	上流面　　　　　　下流面
	
	
	
	

	
	堤体積
	　　　　　　　m3
	
	
	
	


設計内容（要点）記載表　1.2（設計の基本条件２／３）　　

	検　討　項　目
	内　　容
	
	報告書　　記載頁
	備　考
	照査

	内　容
	詳　細
	
	出典根拠
	
	
	

	築堤材料
	遮水性ゾーン材料
	
	
	
	
	

	
	透水性ゾーン材料
	
	
	
	
	

	
	半透水性ゾーン材料
	
	
	
	
	

	
	トランジションゾーン材料

（フィルタ材料を含む）
	
	
	
	
	

	
	ドレーン材料
	
	
	
	
	

	基礎条件
	地盤構成
	地盤地質名：
	
	
	
	

	
	変形係数
	kgf/ cm2
	
	
	
	

	耐震設計条件
	水平震度
	Kh＝
	
	
	
	

	基礎処理
	カーテングラウト
	孔配置：　　　　、改良目標値：
	
	
	
	

	
	ブランケットグラウト
	孔配置：　　　　、改良目標値：
	
	
	
	

	洪水吐
	形式
	
	
	
	
	

	
	設計洪水量
	　　　　　　　　m3/sec
	
	
	
	

	
	クレスト標高
	　 EL.　　　　　m
	
	
	
	

	
	越流セキ長
	ｍ
	
	
	
	

	取水設備
	形式
	取水部：　　　　　　、放流部：
	
	
	
	

	
	計画取水量
	利水用量：　　　　　　　　ｍ3/s（　　　～　　　）

　　　　　　　　　　　　　ｍ3/s（　　　～　　　）

　　　　　　　　　　　　　ｍ3/s（　　　～　　　）
	
	
	
	

	
	
	下流責任放流量：　　　　　ｍ3/s（　　　～　　　）

　　　　　　　　　　　　　ｍ3/s（　　　～　　　）

　　　　　　　　　　　　　ｍ3/s（　　　～　　　）
	
	
	
	

	
	設備諸元
	取水部：
	
	
	
	

	
	
	放流部：
	
	
	
	


設計内容（要点）記載表　1.2（設計の基本条件３／３）

	検　討　項　目
	内　　容
	
	報告書　　記載頁
	備　考
	照査

	内　容
	詳　細
	
	出典根拠
	
	
	

	仮排水路
	形式
	
	
	
	
	

	
	設計流量、生起確率
	m3/s　　、1／　　年確率
	
	
	
	

	
	断面形状、延長
	
	
	
	
	

	
	仮締切堤諸元
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	施工条件
	基本施工条件
	施工可能期間：
	
	
	
	

	
	
	河川の流況資料：□有（実測期間　　～　　）、□無
	
	
	
	

	
	
	河川の水温資料：□有（実測期間　　～　　）、□無
	
	
	
	

	
	
	ダムサイトの気温資料：□有（実測期間　　～　　）、□無
	
	
	
	

	
	ダムサイトの道路の現況
	現況道路からダム軸までの距離：　　　　　km
	
	
	
	

	
	
	道路諸元：幅員　　ｍ、交通量　　台/日
	
	
	
	

	
	
	橋梁の有無：□有（諸元：　　　　　）□無
	
	
	
	

	
	工事用動力源
	商用電力の状況：□使用可能　　、□使用不可
	
	
	
	

	その他

（対外協議の
有無と内容）
	河川管理者
	□有　　□無
	
	
	
	
	

	
	漁業権者
	□有　　□無
	
	
	
	
	

	
	道路管理者
	□有　　□無
	
	
	
	
	

	
	上・下水管理者
	□有　　□無
	
	
	
	
	

	
	ガス・電力・電話
	□有　　□無
	
	
	
	
	

	
	文化財
	□有　　□無
	
	
	
	
	

	
	用地所有者
	□有　　□無
	
	
	
	
	


設計内容（要点）記載表　1.3（貸与資料の確認）

	検　討　項　目
	内　　容
	
	報告書　　記載頁
	備　考
	照査

	内　容
	詳　細
	
	出典根拠
	
	
	

	既存設計報告書
	構想設計報告書
	□有　　□無
	
	
	
	
	

	
	基本設計報告書
	□有　　□無
	
	
	
	
	

	測量成果品
	貯水池平面図
	□有　　□無
	　縮尺
	
	
	
	

	
	ダムサイト平面図（1/500）
	□有　　□無
	
	
	
	
	

	
	ダム軸縦断図
	□有　　□無
	縮尺　
	
	
	
	

	
	ダム軸横断図
	□有　　□無
	縮尺
	
	
	
	

	
	河川縦横断図
	□有　　□無
	　ダム軸上流　　ｍ、縮尺
	
	
	
	

	
	
	
	ダム軸下流　　ｍ、縮尺
	
	
	
	

	地質調査成果品
	ボーリング
	□有　　□無
	総延長　　ｍ、総本数　　本
	
	
	
	

	
	ルジオン試験
	□有　　□無
	回
	
	
	
	

	
	孔内水平載荷試験
	□有　　□無
	　　　　　回
	
	
	
	

	
	横坑調査
	□有　　□無
	坑
	
	
	
	

	
	ブロックせん断試験
	□有　　□無
	ヵ所
	
	
	
	

	
	平板載荷試験
	□有　　□無
	ヵ所
	
	
	
	

	
	その他
	□有　　□無
	
	
	
	
	

	築堤材料調査

成果品
	テストピット
	□有　　□無
	ヵ所
	
	
	
	

	
	築堤材料試験
	□有　　□無
	
	
	
	
	

	気象・水文
	気象資料
	□有　　□無
	　　　　　観測所
	
	
	
	

	
	水文資料
	□有　　□無
	　　　　　観測所
	
	
	
	

	
	
	□有　　□無
	
	
	
	
	

	その他の

資料
	事業計画書
	□有　　□無
	
	
	
	
	

	
	周辺関連事業
	□有　　□無
	
	
	
	
	

	
	他機関協議資料
	□有　　□無
	
	
	
	
	

	
	事業所独自の設計資料
	□有　　□無
	
	
	
	
	

	追加資料の要請
	
	□有　　□無
	
	
	
	
	


設計内容（要点）記載表　1.4（現地調査結果）

	検　討　項　目
	内　　容
	
	報告書　　記載頁
	備　考
	照査

	内　容
	詳　細
	
	出典根拠
	
	
	

	写真撮影
	ダム予定地点
	□有　　□無
	
	
	
	
	

	
	上流河川
	□有　　□無
	
	
	
	
	

	
	下流河川
	□有　　□無
	
	
	
	
	

	現地状況の　

把握
	ダム流域及び周辺域の水利状況、水源施設状況
	□有　　□無
	
	
	
	
	

	
	ダム流域及び周辺域の土地利用状況
	□有　　□無
	
	
	
	
	

	
	ダム予定地点周辺における障害物の有無
	□有　　□無
	
	
	
	
	

	
	基準点及び水準点の位置と標高
	□有　　□無
	
	
	
	
	

	道路及び予定

地点周辺の環

境状況の把握
	道路状況
	□有　　□無
	
	
	
	
	

	
	砂防指定区域
	□有　　□無
	
	
	
	
	

	
	保安林指定区域
	□有　　□無
	
	
	
	
	

	
	遺跡埋蔵文化財
	□有　　□無
	
	
	
	
	

	
	景観保護条約等
	□有　　□無
	
	
	
	
	

	
	
	□有　　□無
	
	
	
	
	

	施工条件
	借用のできない土地
	□有　　□無
	
	
	
	
	

	
	工事用動力源
	□有　　□無
	
	
	
	
	


設計内容（要点）記載表　1.5（設計計画１／２）

	検　討　項　目
	内　　容
	
	報告書　　記載頁
	備　考
	照査

	内　容
	詳　細
	
	出典根拠
	
	
	

	ダムタイプ施設の配置検討
	ダムタイプの検討に当

たって、以下の事項に

ついて検討を行っているか
	
	
	
	
	

	
	1)地形条件
	形状係数は適当か

□　Yes　　□No
	
	
	
	
	

	
	2)基礎岩盤条件
	基礎岩盤の変形性は適当か

□　Yes　　□No
	弾性係数　　　kgf/cm2　

変形係数　　　kgf/cm2
	
	
	
	

	
	3)築堤材料
	築堤材料の採取に問題はないか

□　Yes　　□No
	
	
	
	
	

	
	4)附帯構造物
	洪水吐、取水設備等のレイアウトに問題はないか

□　Yes　　□No
	
	
	
	
	

	
	5)概算工事費
	経済的であるか

□　Yes　　□No
	コンクリートダム　　　千円　　　　　　　  フィルダム千円
	
	
	
	

	設計洪水量等の検討
	ダム設計洪水量、減勢工及び仮排水路洪水量の決定
	河川管理施設等構造令及び設計基準ダムに従い、解析・決定しているか

□　Yes　　□No
	A項流量　　　m3/s

B項流量　　　m3/s

C項流量　　　m3/s
	
	
	
	

	堆砂量の
検討
	
	近傍ダムの設計堆砂量・堆砂実績、各種公式等も加味して決定しているか

□　Yes　　□No
	
	
	
	
	

	堆砂形状及び背水の
検討
	堆砂形状の決定
	堆砂形状の決定方法は適当か

□　Yes　　□No
	採用公式：
	
	
	
	

	
	背水の検討
	背水計算条件は適当か

（対象流量：サーチャージ流量Q＝　　　m3/s）

（粗度係数ｎ＝　　　　　　　　　　 　）

□　Yes　　□No
	
	
	
	
	


設計内容（要点）記載表　1.5（設計計画２／２）

	検　討　項　目
	内　　容
	
	報告書　　記載頁
	備　考
	照査

	内　容
	詳　細
	
	出典根拠
	
	
	

	用土流用

計画
	
	詳細な用土流用計画を作成し、土取場、建設発生土受入地容量を決定しているか

□　Yes　　□No
	
	
	
	
	

	工事用道路計画の検討
	
	地形・地質・施工条件により、資材運搬道路、場内工事用道路、土取場・原石山・建設発生土受入地への進入道路の路線及び規模を決定しているか

□　Yes　　□No
	
	
	
	
	

	施工可能日数の検討
	
	雨量・気象資料により詳細に算定し、近傍の最新事例との整合を確認しているか

□　Yes　　□No
	
	
	
	
	

	主要施工

機械の検討
	
	設計条件（工事工程等）に最も適した機種・規格の組み合わせについて、能力、経済性、施工性により総合的に比較検討しているか

□　Yes　　□No
	
	
	
	
	

	仮設備の配置計画の

検討
	
	地形・地質・施工条件により比較検討し、主要仮設備の配置を決定しているか

□　Yes　　□No
	
	
	
	
	


設計内容（要点）記載表　2.1（水理計算１／３）

	検　討　項　目
	内　　容
	
	報告書　　記載頁
	備　考
	照査

	内　容
	詳　細
	
	出典根拠
	
	
	

	背水の
検討
	水理条件
	対象洪水量Q＝　　　m3/s（サーチャージ対象流量）
	
	
	
	

	
	
	サーチャージ水位　EL.　　　ｍ
	
	
	
	

	
	
	段丘肩標高　　　　EL.　　　ｍ（決定根拠：　　　　　　　）
	
	
	
	

	
	
	河床勾配I＝　　　　　　　、粗度係数n＝
	
	
	
	

	
	計算結果
	背水の影響範囲：ダム軸より　　　　km
	
	
	
	

	洪水吐
	水理条件
	設計洪水量Q＝　　　m3/s、減勢工対象洪水量Q＝　　　m3/s
	
	
	
	

	
	
	クレスト標高　EL.　　　ｍ
	
	
	
	

	
	
	設計洪水位　EL.　　　ｍ、サーチャージ水位　EL.　　　ｍ
	
	
	
	

	
	
	ダム下流面勾配
	
	
	
	

	
	流入部形式
	□側水路型、□直線越流型、□その他（　　　　　　　　　　）
	
	
	
	

	
	越流セキ部
	□標準型、□放物線型、□台形、□円弧
	
	
	
	

	
	
	越流幅　　　ｍ、有効越流幅　　　ｍ（根拠式　　　　　　　）
	
	
	
	

	
	
	越流水深　　　ｍ（設計洪水量流下時）
	
	
	
	

	
	
	流量係数計算式：
	
	
	
	

	
	導流部
	壁高決定根拠：

設計洪水量流下時の水深に、空気混入量及び余裕高さを考慮しているか

□　Yes　　□No

（空気混入量算定式：　　　　　　　　　）

（余裕高さ算定式：　　　　　　　　　　）


	
	
	
	


設計内容（要点）記載表　2.1（水理計算２／３）

	検　討　項　目
	内　　容
	
	報告書　　記載頁
	備　考
	照査

	内　容
	詳　細
	
	出典根拠
	
	
	

	洪水吐
	減勢工部
	□水平水叩き型、□傾斜水叩き型、□バケット型、□スキージャンプ型
	
	
	
	

	
	
	副ダム高さ決定根拠：　　　　　　　　　　　　　　□適正、□不適
	
	
	
	

	
	
	減勢工長さ決定根拠：　　　　　　　　　　　　　　□適正、□不適
	
	
	
	

	
	
	壁高さ決定根拠（余裕高さ）：　　　　　 （　　　）□適正、□不適
	
	
	
	

	
	
	補助構造物を計画しているか　□Yes、□No（バッフルブロックシュートブロック）
	
	
	
	

	取水設備
	水理条件
	設計最大取水量Q＝　　　m3/s

（利水量Q＝　　　m3/s、下流責任放流量Q＝　　　m3/s）
	
	
	
	


	
	
	設計最小取水量Q＝　　　m3/s

（利水量Q＝　　　m3/s、下流責任放流量Q＝　　　m3/s）
	
	
	
	

	
	
	常時満水位FWL.　　　ｍ、　最低水位LWL.　　　ｍ
	
	
	
	

	
	
	利用水深　　　ｍ
	
	
	
	

	
	
	粗度係数：管　ｎ＝　　　　　、コンクリート　ｎ＝
	
	
	
	

	
	取水部
	□多孔式、□直線多段式、□直線多重式、□その他（　　　　　　）
	
	
	
	

	
	
	取水深　　　ｍ、流入速度　　　m/s
	
	
	
	

	
	導水部
	管径φ　　　ｍｍ　、管種：
	
	
	
	

	
	
	管内流速V＝　　　m/s　　　　　　□適正、□不適
	
	
	
	

	
	放流部
	利水放流部
	
	
	
	

	
	
	　主ゲート：□ジェットフローゲートφ　　ｍｍ、□その他（　　　　　　）
	
	
	
	

	
	
	　副ゲート：□高圧スライドゲートφ　　 ｍｍ、□その他（　　　　　　）
	
	
	
	

	
	
	　減勢工形式：
	
	
	
	


設計内容（要点）記載表　2.1（水理計算３／３）

	検　討　項　目
	内　　容
	
	報告書　　記載頁
	備　考
	照査

	内　容
	詳　細
	
	出典根拠
	
	
	

	取水設備
	放流部
	下流責任放流部
	
	
	
	

	
	
	　主ゲート：□ジェットフローゲートφ　　ｍｍ、□その他（　　　　　　）
	
	
	
	

	
	
	　副ゲート：□高圧スライドゲートφ　　 ｍｍ、□その他（　　　　　　）
	
	
	
	

	
	
	　減勢工形式：
	
	
	
	

	
	水理計算結果
	スクリーン損失　　　　　ｍ、流入損失　　　　 ｍ、流出損失　　　　　ｍ、

摩擦損失（管）　　　　　ｍ、摩擦損失（コンクリート）　　　　　ｍ、

曲がり損失　　　　　　　ｍ、漸縮損失    　 　ｍ､分岐損失　　　　　 ｍ、

バルブ損失　　　　　　　ｍ、その他　　　　　 ｍ

総損失水頭　　　　　　　ｍ
	
	
	
	

	
	
	最低水位時（LWL）の最大放流量（主ゲート全開時）
	
	
	
	

	
	
	　利水放流部　　Q＝　　　m3/s　　　　□適正、　□不適
	
	
	
	

	
	
	下流責任放流部Q＝　　　m3/s　　　　□適正、　□不適
	
	
	
	

	
	
	常時満水位時（FWL）の５％開度放流量（主ゲート開度５％時）
	
	
	
	

	
	
	　利水放流部　　Q＝　　　m3/s　　　　□適正、　□不適
	
	
	
	

	
	
	下流責任放流部Q＝　　　m3/s　　　　□適正、　□不適
	
	
	
	

	
	
	放流ゲート全開時の貯水位低下日数（FWL～LWL）

　　　　　　　　　　日　（７～10日程度が望ましい）

　　（流入量として、平水流量Q＝　　　m3/sを考慮して計算している）
	
	
	
	

	仮排水路
	水理条件
	流下方式：□管水路方式、□開水路方式
	
	
	
	

	
	
	断面形状：　　　　　、水路勾配I＝　　　　、粗度係数n＝
	
	
	
	

	
	
	設計流量Q＝　　　m3/s（ 1／　　　年確率）
	
	
	
	

	
	水理計算結果
	流速V＝　　　m/s　　　　　□適正、　□不適
	
	
	
	

	
	
	上流水位　EL.　　　ｍ
	
	
	
	

	
	
	仮締切り天端標高　EL.　　　ｍ（余裕高さ　　　ｍ）
	
	
	
	


	設計内容（要点）記載表　2.2（構造計算1／8）

検　討　項　目
	内　　　　　　　　　　容
	
	報告書　　記載頁
	備　考
	照査

	内　容
	詳　細
	種別等
	採 用 値
	採　　用　　理　　由
	出典根拠
	
	
	

	荷　重
	コンクリート
	単位体積重量
	
	
	
	
	
	
	

	
	活荷重
	自動車荷重
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	群集荷重
	
	
	
	
	
	
	

	
	死荷重
	雪荷重
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	〃　（路面）
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	宅地荷重
	
	
	
	
	
	
	

	地震力
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	水平震度の解析法
	
	水平震度法
	
	
	
	
	

	
	地震係数（k h）
	
	
	ダム堤体と同じ
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	盛土高
	
	
	
	
	
	
	
	

	土圧公式
	
	
	
	
	
	
	
	

	土質常数
	単位体積重量 γ
	
	
	
	
	
	
	

	
	内部摩擦角 φ
	
	
	
	
	
	
	

	
	粘着力 c
	
	
	
	
	
	
	

	荷重の組み合わせ
	常　時
	自重
	□有　□無
	
	
	
	
	

	
	
	活荷重
	□有　□無
	
	
	
	
	

	
	
	死荷重
	□有　□無
	
	
	
	
	

	
	
	常時土圧
	□有　□無
	
	
	
	
	

	
	
	活荷重土圧
	□有　□無
	
	
	
	
	

	
	
	死荷重土圧
	□有　□無
	
	
	
	
	


設計内容（要点）記載表　2.2（構造計算2／8）

	検　討　項　目
	内　　　　　　　　　　容
	
	報告書　　記載頁
	備　考
	照査

	内　容
	詳　細
	種別等
	採 用 値
	採　　用　　理　　由
	出典根拠
	
	
	

	荷重の組み合わせ
	地震時
	自重
	□有　□無
	
	
	
	
	

	
	
	死荷重
	□有　□無
	
	
	
	
	

	
	
	地震時土圧
	□有　□無
	
	
	
	
	

	
	
	死荷重土圧
	□有　□無
	
	
	
	
	

	
	
	地震の慣性力
	□有　□無
	
	
	
	
	

	安定計算の

ケース
	常　時
	転倒
	□有　□無
	
	
	
	
	

	
	
	滑動
	□有　□無
	
	
	
	
	

	
	
	基礎地盤の支持
	□有　□無
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	地震時
	転倒
	□有　□無
	
	
	
	
	

	
	
	滑動
	□有　□無
	
	
	
	
	

	
	
	基礎地盤の支持
	□有　□無
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	作用荷重
(安定計算用)
	常　時
	自重 鉛直力 KN/m
	
	
	
	
	
	

	
	
	上載荷重　KN/m
	
	
	
	
	
	

	
	
	土圧 鉛直力 KN/m
	
	
	
	
	
	

	
	
	土圧 水平力 KN/m
	
	
	
	
	
	

	
	地震時
	自重 鉛直力 KN/m
	
	
	
	
	
	

	
	
	自重 水平力 KN/m
	
	
	
	
	
	

	
	
	土圧 鉛直力 KN/m
	
	
	
	
	
	

	
	
	土圧 水平力 KN/m
	
	
	
	
	
	


設計内容（要点）記載表　2.2（構造計算3／8）

	検　討　項　目
	内　　　　　　　　　　容
	
	報告書　　記載頁
	備　考
	照査

	内　容
	詳　細
	種別等
	採 用 値
	採　　用　　理　　由
	出典根拠
	
	
	

	安定計算

結果
	偏心距離　 　e
	
	
	
	
	
	
	

	
	底幅 (m)　　B
	
	
	
	
	
	
	

	
	滑動抵抗力 (KN/m) RH
	
	
	
	
	
	
	

	
	底版下面における

全水平荷重 (KN/m) ΣH
	常　時
	
	
	
	
	
	

	
	
	地震時
	
	
	
	
	
	

	
	地盤に作用する最大の

地盤反力 (KN/m2) qmax
	常　時
	
	
	
	
	
	

	
	
	地震時
	
	
	
	
	
	

	
	基礎地盤の許容

支持力度 (KN/m2) qa
	常　時
	
	
	
	
	
	

	
	
	地震時
	
	
	
	
	
	

	
	すべりに対する安全率 Fs
	
	
	
	
	
	
	

	
	常　時：転倒
	｜e｜≦ B／6
	
	
	
	
	
	

	
	地震時：〃
	｜e｜≦ B／3
	
	
	
	
	
	

	
	常　時：滑動
	
	
	
	
	
	
	

	
	地震時：〃
	
	
	
	
	
	
	

	安定計算

結果
	常　時：基礎地盤の支持
	qmax  ≦ qa
	
	
	
	
	
	

	
	地震時：　　　〃
	qmax  ≦ qa
	
	
	
	
	
	

	
	入力値のチェック
	
	□可　□否
	
	
	
	
	

	浮力の検討
	自　　重 (KN/m) 　 W1
	
	
	
	
	
	
	

	
	上載土荷重 (KN/m)  W2
	
	
	
	
	
	
	

	
	浮　力 (KN/m)       W’
	
	
	
	
	
	
	

	
	浮力の照査

(W1+W2) /W’  ≧ 1.2
	
	
	
	
	
	
	


設計内容（要点）記載表　2.2（構造計算　4／8）

	検　討　項　目
	内　　　　　　　　　　容
	
	報告書　　記載頁
	備　考
	照査

	内　容
	詳　細
	種別等
	採 用 値
	採　　用　　理　　由
	出典根拠
	
	
	

	鉄筋コンクリートの許容応力度
	設計基準強度
	
	
	
	
	
	
	

	
	圧縮応力度σca ：常時
	
	
	
	
	
	
	

	
	〃　　　 ：地震時
	
	
	
	
	
	
	

	
	せん断応力度 梁τa：常時
	
	
	
	
	
	
	

	
	    〃　　　  　：地震時
	
	
	
	
	
	
	

	
	〃 スラブτa：常時
	
	
	
	
	
	
	

	
	〃　　　　　：地震時
	
	
	
	
	
	
	

	
	付着応力度　τoa：常時
	
	
	
	
	
	
	

	
	〃　　　 　：地震時
	
	
	
	
	
	
	

	鉄筋の

許容応力度
	種類
	
	
	
	
	
	
	

	
	引張応力度σsa　   ：常時
	
	
	
	
	
	
	

	
	　　〃　　　 　：地震時
	
	
	
	
	
	
	

	
	   〃　：(水位以下) 常時
	
	
	
	
	
	
	

	
	   〃  ：(  〃　)  地震時
	
	
	
	
	
	
	

	形状寸法
	幅　　　　m
	
	
	
	
	
	
	

	
	高さ　　　m
	
	
	
	
	
	
	

	
	部材厚（側壁天端）　m
	
	
	
	
	
	
	

	
	　　　（側壁下端）　m
	
	
	
	
	
	
	

	
	　　　（底版）　　　m
	
	
	
	
	
	
	

	
	ハンチ　　　　　　　m
	
	
	
	
	
	
	


設計内容（要点）記載表　2.2（構造計算　5／8）

	検　討　項　目
	内　　　　　　　　　　容
	
	報告書　　記載頁
	備　考
	照査

	内　容
	詳　細
	種別等
	採 用 値
	採　　用　　理　　由
	出典根拠
	
	
	

	応力計算結果
	側壁
	
	常時・地震時
	
	
	
	
	
	

	
	
	部材厚（最小）
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	曲げモーメント（kN・m）　　M
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	せん断力（kN）　　　S
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	軸　　力（kN）　　 N
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	圧縮応力度（kN/cm2）　σc
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	引張応力度（kN/cm2）　σs
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	せん断応力度（kN/mm2）τ
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	付着応力度（kN/mm2）τo
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	曲げ圧縮応力度の照査
	σc≦σca
	
	
	
	
	
	

	
	
	引張応力度の照査
	σs≦σsa
	
	
	
	
	
	

	
	
	せん断応力度の照査
	τ≦τa
	
	
	
	
	
	

	
	
	付着応力度の照査
	τo≦τao
	
	
	
	
	
	

	
	
	入力値のチェック
	
	□可　□否
	
	
	
	
	

	応力計算結果
	底版
	
	常時・地震時
	
	
	
	
	
	

	
	
	部材厚（最小）
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	曲げモーメント（kN・m）　　M
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	せん断力（kN）　　　S
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	軸　　力（kN）　　 N
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	圧縮応力度（kN/mm2）　σc
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	引張応力度（kN/mm2）  σs
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	せん断応力度（kN/mm2）τ
	
	
	
	
	
	
	


設計内容（要点）記載表　2.2（構造計算　6／8）

	検　討　項　目
	内　　　　　　　　　　容
	
	報告書　　記載頁
	備　考
	照査

	内　容
	詳　細
	種別等
	採 用 値
	採　　用　　理　　由
	出典根拠
	
	
	

	応力計算結果
	底版
	付着応力度（kN/mm2）τo
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	曲げ圧縮応力度の照査
	σc≦σca
	
	
	
	
	
	

	
	
	引張応力度の照査
	σs≦σsa
	
	
	
	
	
	

	
	
	せん断応力度の照査
	τ≦τa
	
	
	
	
	
	

	
	
	付着応力度の照査
	τo≦τao
	
	
	
	
	
	

	
	
	入力値のチェック
	
	□可　□否
	
	
	
	
	

	応力計算結果
	前床版
	
	常時・地震時
	
	
	
	
	
	

	
	
	部材厚（最小）
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	曲げモーメント（kN・m）　　M
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	せん断力（kN）　　　S
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	軸　　力（kN）　   N
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	圧縮応力度（kN/mm2）　σc
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	引張応力度（kN/mm2）  σs
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	せん断応力度（kN/mm2）τ
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	付着応力度（kN/mm2）τo
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	曲げ圧縮応力度の照査
	σc≦σca
	
	
	
	
	
	

	
	
	引張応力度の照査
	σs≦σsa
	
	
	
	
	
	

	
	
	せん断応力度の照査
	τ≦τa
	
	
	
	
	
	

	
	
	付着応力度の照査
	τo≦τao
	
	
	
	
	
	

	
	
	入力値のチェック
	
	□可　□否
	
	
	
	
	


設計内容（要点）記載表　2.2（構造計算　7／8）

	検　討　項　目
	内　　　　　　　　　　容
	
	報告書　　記載頁
	備　考
	照査

	内　容
	詳　細
	種別等
	採 用 値
	採　　用　　理　　由
	出典根拠
	
	
	

	応力計算結果
	後床版
	
	常時・地震時
	
	
	
	
	
	

	
	
	部材厚（最小）
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	曲げモーメント（kN・m）　　M
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	せん断力（kN）　　　S
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	軸　　力（kN）　   N
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	圧縮応力度（kN/mm2）　σc
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	引張応力度（kN/mm2）  σs
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	せん断応力度（kN/mm2）τ
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	付着応力度（kN/mm2）τo
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	曲げ圧縮応力度の照査
	σc≦σca
	
	
	
	
	
	

	
	
	引張応力度の照査
	σs≦σsa
	
	
	
	
	
	

	
	
	せん断応力度の照査
	τ≦τa
	
	
	
	
	
	

	
	
	付着応力度の照査
	τo≦τao
	
	
	
	
	
	

	
	
	入力値のチェック
	
	□可　□否
	
	
	
	
	

	応力計算結果
	頂版
	
	常時・地震時
	
	
	
	
	
	

	
	
	部材厚（最小）
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	曲げモーメント（kN・m）　　M
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	せん断力（kN）　　　S
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	軸　　力（kN）　   N
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	圧縮応力度（kN/mm2）　σc
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	引張応力度（kN/mm2）  σs
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	せん断応力度（kN/mm2）τ
	
	
	
	
	
	
	


設計内容（要点）記載表　2.2（構造計算　8／8）

	検　討　項　目
	内　　　　　　　　　　容
	
	報告書　　記載頁
	備　考
	照査

	内　容
	詳　細
	種別等
	採 用 値
	採　　用　　理　　由
	出典根拠
	
	
	

	応力計算結果
	頂版
	付着応力度（kN/mm2）τo
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	曲げ圧縮応力度の照査
	σc≦σca
	
	
	
	
	
	

	
	
	引張応力度の照査
	σs≦σsa
	
	
	
	
	
	

	
	
	せん断応力度の照査
	τ≦τa
	
	
	
	
	
	

	
	
	付着応力度の照査
	τo≦τao
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	入力値のチェック
	
	□可　□否
	
	
	
	
	

	一般構造細目
	かぶり
	型枠使用時：D13mm以下
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	　　〃　　：D16～22mm
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	    〃　　：D25mm以上
	
	
	
	
	
	
	

	
	あき
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	定着
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	継手
	引張側
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	圧縮側
	
	
	
	
	
	
	

	
	鉄筋径
	使用鉄筋径
	
	
	
	
	
	
	

	
	ハンチ
	箱形寸法：150cm未満
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	　　〃　：150cm～250cm未満
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	　　〃　：250cm以上
	
	
	
	
	
	
	

	その他の

安全性

確認要素
	
	
	
	
	
	
	
	


設計内容（要点）記載表　2.3（設計図作成）

	検　討　項　目
	内　　容
	報告書　　記載頁
	備　考
	照査

	内　容
	詳　細
	
	
	
	

	設計図
作成
	規格は業務特別仕様書と整合しているか
	□良　　□否
	
	
	
	

	
	計画一般図に計画諸元が記載されているか
	□良　　□否
	
	
	
	

	
	図面が明瞭に描かれているか

（構造と寸法線の使い分け等）
	□良　　□否
	
	
	
	

	
	構造図
	位置の照合
	□良　　□否
	
	
	
	

	
	
	寸法の照合
	□良　　□否
	
	
	
	

	
	
	高さの照合
	□良　　□否
	
	
	
	

	
	
	設置標高の照合
	□良　　□否
	
	
	
	

	
	配筋図
	鉄筋量は適正か
	□良　　□否
	
	
	
	

	
	
	鉄筋の配置は適正か
	□良　　□否
	
	
	
	

	
	
	かぶりは適正か
	□良　　□否
	
	
	
	

	
	
	鉄筋のピッチは適正か
	□良　　□否
	
	
	
	

	
	
	段落とし位置は適正か
	□良　　□否
	
	
	
	

	
	
	定着位置は適正か
	□良　　□否
	
	
	
	

	
	
	定着長・継手長は適正か
	□良　　□否
	
	
	
	

	
	
	用心鉄筋は適正か
	□良　　□否
	
	
	
	

	
	
	配力筋は適正か
	□良　　□否
	
	
	
	

	
	
	組立て筋は適正か
	□良　　□否
	
	
	
	

	
	その他
	箱抜等の記入漏れはないか
	□良　　□否
	
	
	
	

	
	
	収縮・伸縮目地は適正か
	□良　　□否
	
	
	
	

	
	
	施工継目は適正か
	□良　　□否
	
	
	
	


設計内容（要点）記載表　3.1（数量計算・仮設計画・施工計画）

	検　討　項　目
	内　　容
	報告書　　記載頁
	備　考
	照査

	内　容
	詳　細
	
	
	
	

	数量計算
	数量計算の適用基準

（有効数値、位取り、単位、区分等）
	□良　　□否
	
	
	
	

	
	数量計算と図面の整合性
	□良　　□否
	
	
	
	

	
	取りまとめは工種毎、材料毎
	□良　　□否
	
	
	
	

	仮設計画
	土取場、原石山及びストックヤードの検討
	□良　　□否
	
	
	
	

	
	盛立設備の検討
	□良　　□否
	
	
	
	

	
	給気・給水設備
	□良　　□否
	
	
	
	

	
	排水設備
	□良　　□否
	
	
	
	

	
	濁水処理設備
	□良　　□否
	
	
	
	

	
	工事用動力設備
	□良　　□否
	
	
	
	

	
	工事用道路
	□良　　□否
	
	
	
	

	
	建設発生土受入地
	□良　　□否
	
	
	
	

	
	全体平面計画
	□良　　□否
	
	
	
	

	施工計画
	仮排水路及び仮締切
	□良　　□否
	
	
	
	

	
	基礎堀削
	□良　　□否
	
	
	
	

	
	基礎処理
	□良　　□否
	
	
	
	

	
	監査廊
	□良　　□否
	
	
	
	

	
	築堤計画
	□良　　□否
	
	
	
	

	
	材料採取計画
	□良　　□否
	
	
	
	

	
	洪水吐
	□良　　□否
	
	
	
	

	
	取水設備
	□良　　□否
	
	
	
	

	
	閉塞工
	□良　　□否
	
	
	
	

	
	工事工程計画
	□良　　□否
	
	
	
	


設計内容（要点）記載表　3.2（特別仕様書・概算工事費・報告書）

	検　討　項　目
	内　　容
	報告書　　記載頁
	備　考
	照査

	内　容
	詳　細
	
	
	
	

	特別仕様書
	
	□良　　□否
	
	
	
	

	概算工事費用積算
	適用規準区分
	□良　　□否
	
	
	
	

	
	歩掛
	□良　　□否
	
	
	
	

	
	単価
	□良　　□否
	
	
	
	

	
	計算内容
	□良　　□否
	
	
	
	

	
	工事費明細書
	□良　　□否
	
	
	
	

	報告書
	指定条件及び打ち合わせ事項との整合性
	□良　　□否
	
	
	
	

	
	報告書の構成は、「設計業務報告書標準様式（案）」に準拠しているか
	□良　　□否
	
	
	
	

	
	計算式、定数及び文献等の出典や根拠が明示されているか
	□良　　□否
	
	
	
	

	
	計算過程が理解しやすい様になっているか
	□良　　□否
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